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３ 生徒指導上の諸問題への対応

（１） 賤称語確認時への対応
① 予防的措置

ア 日常的な指導（常時指導の視点による）

イ 計画的な人権・同和教育の実施

事実（賤称語確認時）の発生

（１） 授業中や作業中の場合は，

全員作業をやめさせ，真剣に話が聞ける状況を作る。

（２） 差別的な発言がなぜいけないのかしっかりと説明する。

※決して叱る必要はない。 誤解や偏見を正し，諭すつもりで接する。

① どういうつもりでそんなことを言ったのですか。

② その言葉の意味は知っていますか。

③ そういう言葉で苦しんでいる人がいるということを知っていますか。

④ 本当に，今でも苦しんでいる人がたくさんいるんです。そのことを考えたら，

安易にその言葉は使えませんね。わかってくれましたか。

＜ 対 応 ＞ ＜担当者＞

直ちに（授業の場合は終了後），教頭に連絡 学級担任

教科担任

学校長に連絡 校 長

関係職員（学級担任等）へ連絡 教頭

生徒指導主事

学級担任

生徒（必要な場合は学級生徒全員）を呼び事後指導 校長・教頭

（その日のうちに） 生徒指導主事

学級担任

○ 全職員に連絡（全教育課程を通しての指導の徹底） 校長・教頭

教務主任

生徒指導主事

社会科職員
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（２） 人権問題への対応
① 差別事象の発生に対する対応

誹謗中傷落書きの発見

発見者 ・ 現場の保存（決して勝手に消さない）

・ 教頭，校長への連絡

校長 ・ 現場の確認

・ 状況により保存または消去（必ず写真に撮ったのち）

職員 ・ 事実の確認（誰が，何時，どのような状況で等）

校長 ・ 教育委員会に報告，指示を仰ぐ 教育委員会

（指示によっては事務所へ報告） （２３－９５４４）

・ 随時委員会と連絡を取る 教育事務所

（２３－４５２１）

場合によって緊急職員会

・ 事件の概要について説明

・ 生徒への指導の共通理解

・ 書いた生徒の指導について

・ その保護者の指導について

教頭・担任 ・ 家庭訪問（事件の概要の説明，事件の重要性に気づかせる）

教頭 ・ 全体的状況調査（原因究明，今後の取り組みについて）

人権・同和教育担当者

職 員 会

・ 今までの取り組みの反省・問題点について

・ 今後の人権・同和教育の進め方について


